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G-resources (Gunma’s resources) 群馬の資源を最大限活用した新規GX事業の創出へ
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TF2成果概要
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WP2-2-4については、調達コスト増加に伴って、規模の縮小を実施して対応したが、当初
目標は変更していない。各WPの課題に対して設定した目標を概ね達成した。

TF2成果

燃料の発酵生産の原料となるカプリン酸の合成に
必要な遺伝子導入した大腸菌を作製した。その菌
の培養上清から、カプリン酸の生産を少量ながら
確認した。好熱菌の遺伝子導入を行った。

WP2-2-1廃プラ・バイオマスの転換によって得られた炭素
材料の触媒特性を調査し，酸素還元活性と有機
物分解特性を有することを確認した．特性向上を
目指し，転換条件の検討を開始した．

WP2-1-1

模擬試料を用いて固形物含量4％、アンモニウム濃
度約5g-N/Lで安定したアンモニア化成とメタン発
酵が可能であることを実証した。アンモニア回収プ
ロセスのプロトタイプ実験を開始し、模擬廃液から
の50％以上のアンモニア回収を確認した。

WP2-2-2沼田市で排出された給食残渣を用いて土壌改良
材を作製し，コメ，ミニトマト，ヒマワリ，センニチ
コウの育成に与えるえ影響を評価した．

WP2-1-2

環境熱乾燥試験装置を利用して、畜産排せつ物や
小化成汚泥脱水ケーキの乾燥特性を把握し、環境
熱乾燥での実現性を見出した。

WP2-2-3未利用バイオマスからのフラン類転換が高収率
で可能であることを見出した。フラン類から機能
性バイオ材料の転換を実施した。

WP2-1-3

バイオマスガス化プラントのタール除去プロセスを
導入し、試験運転を通じてその効果を確認した。生
産したガス化ガスをボンベに回収する設備の構築
中

WP2-2-4
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WP2-1-1 機能性炭素材料転換転換
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バイオマス＋廃棄物=環境浄化触媒

石井・神成
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WP2-1-1 ２０２５年度成果
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石井・神成

有機物分解性能評価有機物分解反応機構 副生成物ガスの分析

 未利用資源(木質バイオマス，鶏糞等)から触媒活性を持つ機能性炭素材料を創出ことに成功．
 副生成物の分析も進め，未利用資源の完全利用に向けてプロセスの検討をはじめた．
 本検討で創出された機能性炭素材料について知財化を進めている．
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WP2-1-2 土壌改良剤転換
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醗酵

導入した高速発酵装置

板橋

⼟壌改良材発酵(4~7日)

種菌(0.1 % w/w)

原料(米ぬか ・ 廃菌床 ・ コーン芯＋給食残渣 )

⽞米の収量 ・品質向上効果 ・ Cd固定化効果を検討
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WP2-1-2 2025年度成果
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板橋

Fig.1 イネのポット栽培試験

Table1 土壌改良材の原料・重量比率

コーン芯廃菌床米ぬか給食残渣処理区
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Fig.2 玄米収量測定結果 Fig.3 千粒重測定結果 Fig.4 玄米中のCd含量測定結果
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WP2-1-3 バイオプラスチック転換
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橘

フルフラール

食品産業・繊維産業

研究内容１：県内廃棄バイオマスを用いた
フラン誘導体生産可能性の検討

生産後の廃棄バイオマス

研究内容２：フラン誘導体を用いた材料開発

機能性化合物

etc.
機能性材料

（バイオプラスチック）
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WP2-1-3 2025年度成果
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橘

2025年度目標︓県内産未利⽤バイオマスからのフラン類合成
手法の検討/県内産未利⽤バイオマスからのフラン類単離手法
の検討

研究内容1

トウモロコシの芯

椎茸廃菌床

醤油搾りかす

麻

籾殻 米糠

おから

バーク

パームやし廃材

ピスタチオの殻

2025年度達成内容
• 定量評価⽅法を確⽴
• 全てのバイオマスからもフル

フラール生産が可能であるこ
とを確認

• 既存のフルフラール原料であ
るトウモロコシの芯の収率に
対して８０ー１３０%の収率
のバイオマスを選定

• バイオマスとしての処理（有
効利⽤⽅法）によってフルフ
ラール生産量が変化すること
を確認

2025年度目標︓バイオプラスチックの材料特性評価
2025年度達成内容
1. ポリエーテルケトンのバイオマス化ハロクロミズムの発現

超⾼強度塗膜達成と⾼感度センサーへの応⽤
2. 他機能性材料の開発

研究内容2

+ H+

+ OH–

pH-responsible halochromic 
PET/PBFK composite

Polyketone Incorporating a Bifuran Unit

Solid In TFA In FA In HFIP

Sol vato chro mism
of P B F K 

Food waste-based
inedible biomass

Corncobs etc.
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WP2-2-1 排水の液体燃料転換
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武田
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WP2-2-1 2025年度成果
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武田

 燃料の発酵生産の原料となるカプリン酸の合成に必要な遺伝子導入した大腸菌を作
製した。その菌の培養上清から、カプリン酸の生産を少量ながら確認した。

 好熱菌の遺伝子導入を行った。
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カプリン酸を燃料に
変換する酵素の遺伝子
を好熱菌に導入
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WP2-2-2/3 wet廃棄物燃料転換
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渡邉、窪田、野田

 廃棄物の大部分を有価物化（処分費ゼロ）
 生物1次処理による固形燃料の安定化（保管時の発酵・火災抑制）
 環境熱（地中熱）を利用した乾燥によりwet系廃棄物から熱化学プロセ

スによるエネルギー回収を実現

 生物処理時に発生するアンモニアを高濃度ガスとして回収し、触媒改質
で水素転換

 豚熱（CSF)に対応できる殺菌処理固体燃料化
 副産物（水素および炭化水素燃料）でシステムを稼働

生物的
アンモニア化成

NH3

回収
改質

環境熱乾燥
造粒

地中熱

2次乾燥
殺菌

排せつ物
食品残さ

脱水 脱水ケーキ
（含水率78wt%)

ペレット
(含水率50wt%)

固形燃料
(含水率10wt％）

水素
NH3(50vol%) 

in steam

生物発酵
（メタン/ガソリン）

精製 炭化水素燃料

低N有機廃水

低負荷廃水

高低負荷廃水

エンジン
/FC

燃焼器

所内動力

プロセス
熱供給

ひっ迫する木質チップ等
の代替燃料として利用

余剰分は地域で利用

WP2-1-1および3で発生する
湿潤有機性廃棄物にも適用化

WP2-2-2

WP2-2-3

WP2-2-1

TF3
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WP2-2-2 2025年度成果
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渡邉、窪田、野田

 模擬試料を用いて固形物含量4％、アンモニウム濃度約5g-N/Lで安定し
たアンモニア化成とメタン発酵が可能であることを実証した。
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WP2-2-2 2025年度成果（つづき）
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渡邉、窪田、野田

 アンモニア回収プロセスのプロトタイプ実験を開始し、模擬廃液からの50％以上のアンモニア回収を
確認した。

アンモニア濃縮分離原理実証装置 アンモニア水からのアンモニア除去挙動 ストルバイト２段階熱分解による
アンモニアガス回収
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WP2-2-3 地中熱乾燥プロセス開発
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ブロワ 熱交換器

大気/太陽光

乾燥機

野田

地中熱乾燥試験装置
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WP2-2-3 2025年度成果
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野田
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冬季モード試験
外気条件 5℃（飽和）
乾燥空気温度 17℃
試料重量 約5g（球形） ×2

目標含水率 50wt%

生豚糞

 消化汚泥脱水ケーキは36時間
で目標含水率まで乾燥可能

 生豚糞であっても約60時間
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WP2-2-4 固体燃料の炭化水素転換

18

2トン/日 国内最大級
2塔式循環流動層ガス化
熱分解＝タール回収も可能

野田

タールミストセパレータ
を設置

生成ガス圧縮機および液
体燃料転換試験装置の準
備中

４月～ 試験運転
６月～ ガス回収・液体燃

料転換実験
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WP2-2-4 2025年度成果
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野田

 Ni触媒によるタールのコーキング反応を利用
したガス精製の可能性を検討した
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WP2-2-4 2025年度成果（つづき）
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野田

FT合成
固気

分離塔

再生塔

気液
分離塔
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Diesel like
(Yield 36wt%)

Kerosene like
(Yield 22wt%)

Gasoline like
(Yield 35wt%)

 FT合成反応プロセスシミュレーションにって液体燃料性状と収率を求めた。


